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(57)【要約】
【課題】形状、寸法の異なる種々の軒樋に対応できる軒
樋吊り具を提供する。
【解決手段】軒樋吊り具１は、軒樋２の前耳２ｄを係止
する前耳係止体２０と、軒樋２の後耳２ｂを係止する後
耳係止体１０と、建築構造物（壁３）へ固定するための
固定部１４とを備えており、前耳係止体２０と後耳係止
体１０とが結合、分離自在となっている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　軒樋を吊り支持する軒樋吊り具において、
　軒樋の前耳を係止する前耳係止体と、軒樋の後耳を係止する後耳係止体と、建築構造物
へ固定するための固定部とを備えており、前記前耳係止体と前記後耳係止体とが結合、分
離自在であることを特徴とする軒樋吊り具。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記後耳係止体は前記固定部と一体化されていることを特徴とする軒樋吊り具。
【請求項３】
　請求項１または２において、
　前記前耳係止体は、前記後耳係止体に対して前後方向に進退自在に結合されることを特
徴とする軒樋吊り具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、軒樋を吊り支持する軒樋吊り具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の軒樋吊り具は、軒樋の前耳を係止する前耳係止部と、軒樋の後耳を係止する後耳
係止部とを一体に備え、それらの相対的な位置関係が定まった構成となっている（たとえ
ば、特許文献１参照）。つまり、形状、寸法の異なる種々の軒樋に対応して個別の軒樋吊
り具が用いられることが通例となっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００９－１０８４７１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、軒樋には耳を含む全体の形状、寸法の種々異なる数多くの種類があり、
それら数多くの種類の軒樋に対応して軒樋吊り具を生産することは、生産ラインの増大化
につながるため、生産面やコスト面において決して効率的とはいえない。
【０００５】
　本発明は、このような事情を考慮して提案されたもので、その目的は、形状、寸法の異
なる種々の軒樋に対応できる軒樋吊り具を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために、請求項１に記載の軒樋吊り具は、軒樋を吊り支持する軒樋
吊り具において、軒樋の前耳を係止する前耳係止体と、軒樋の後耳を係止する後耳係止体
と、建築構造物へ固定するための固定部とを備えており、前耳係止体と後耳係止体とが結
合、分離自在であることを特徴とする。
【０００７】
　請求項２に記載の軒樋吊り具は、後耳係止体が固定部と一体化されていることを特徴と
する。
【０００８】
　請求項３に記載の軒樋吊り具は、前耳係止体が後耳係止体に対して前後方向に進退自在
に結合されることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
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　請求項１に記載の軒樋吊り具によれば、上述の構成となっているため、前耳係止体と後
耳係止体との組み合わせにより、種々の形状、寸法の軒樋に対応することができる。
【００１０】
　たとえば、後耳の形状が同一で前耳の形状が異なる複数種の軒樋に対応して、あらゆる
軒樋に対応して個別に軒樋吊り具を製造する必要はなく、共通の後耳係止体にそれぞれの
軒樋の前耳の形状に合致した前耳係止体を組み合わせて軒樋吊り具を構成すればよい。前
耳の形状が同一な複数種の軒樋についても同様である。つまり、部材を共通化できるので
生産面やコスト面での効率化を図れる。
【００１１】
　請求項２に記載の軒樋吊り具によれば、後耳係止体が建築構造物へ固定される固定部と
一体化されているので、軒樋吊り具の主要部材を、前耳係止体と後耳係止体の２部材で構
成でき、部品点数を少なくできる。
【００１２】
　請求項３に記載の軒樋吊り具によれば、前耳係止体は後耳係止体に対して前後方向に進
退自在に結合されるようになっているので、前耳、後耳の両形状がともに同一で前耳、後
耳間の寸法が異なる複数種の軒樋に対応して、個別の軒樋吊り具を製造する必要はなく、
前耳係止体、後耳係止体間の寸法を調節するだけでよい。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の一実施形態に係る軒樋吊り具の分解斜視図である。
【図２】図１の軒樋吊り具の取付状態を示した縦断面図である。
【図３】本発明の他の実施形態に係る軒樋吊り具の分解斜視図である。
【図４】図３の軒樋吊り具の取付状態を示した縦断面図である。
【図５】（ａ）、（ｂ）は前耳係止体と後耳係止体の組み合わせ例を示す縦断面図である
。
【図６】本発明のさらに他の実施形態に係る軒樋吊り具の説明図であり、（ａ）、（ｂ）
は前耳係止体と後耳係止体との横方向の位置関係を異ならせた状態を示す縦断面図である
。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下に、本発明の実施の形態について、添付図面を参照して説明する。
【００１５】
　図１は、本発明の一実施形態に係る軒樋吊り具の分解斜視図である。図２は、図１の軒
樋吊り具の取付状態を示した縦断面図である。
【００１６】
　本軒樋吊り具１に支持される軒樋２には、吊り支持されるための被係止部として、軒先
側（後方）の後方壁２ａの上端に後耳２ｂが設けられ、前方壁２ｃの上端に前耳２ｄが設
けられている（図２参照）。
【００１７】
　軒樋吊り具１は、図１および図２に示すように、軒先の壁３などの建築構造物に固定さ
れて、軒樋２を吊り支持するものであり、軒樋２の後耳２ｂを係止する後耳係止体１０と
、前耳２ｄを係止する前耳係止体２０とを分離自在に結合、一体化してなるものである。
【００１８】
　後耳係止体１０は、後耳係止部１１と、その前方に配された、前耳係止体２０と連結さ
れる本体部１３と、後耳係止部１１の後方に配された、後耳係止体１０を軒先の壁などに
固定するための固定部１４とを備えている。
【００１９】
　後耳係止部１１は、上方に突出形成されており、その裏側の凹所１１ｄには軒樋２の後
耳２ｂを係止する係止片１２が取り付けられている。後耳係止部１１は、断面視で凹所１
１ｄをはさんでハ字形に下方に開口した形状とされており、本体部１３とほぼ平行な頂面
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部１１ａと、その頂面部１１ａの前後端より下方に延びた前側壁部１１ｂ、後側壁部１１
ｃとを有した形状となっている。この頂面部１１ａの裏側に係止片１２がリベット１６で
固定されている。なお、係止片１２については後述する。
【００２０】
　後耳係止部１１の前方には、幅方向の両端部に垂下リブ片１３ｂを有した平板状の本体
部１３が配され、本体部１３には、前耳係止体２０と結合するための上下に通じる長手方
向に沿った長孔１３ａが形成されている。
【００２１】
　また、後耳係止部１１の後方には、後耳係止部１１の後側壁部１１ｃの下端より下方に
延びるように固定部１４が配されている。固定部１４は、壁３にねじ固定するための複数
の固定孔１４ａが形成された横長の長方形状の板体よりなる。固定部１４としては、後耳
係止部１１より下方に延びた取付片に別体の座板をリベットなどで固着した構成としても
よい。
【００２２】
　また、この後耳係止体１０には、本体部１３の後端部から後耳係止部１１の頂面部１１
ａの前端部まで１条の補強用のリブ１５が形成され、後耳係止部１１の後端部から固定部
１４の高さ方向の中央よりやや下方まで２条の補強用のリブ１５が形成されている。
【００２３】
　係止片１２は、ばね性を有した金属薄板を折曲加工してなり、軒樋２の後耳２ｂを係止
する係止部１２ｂと、軒樋２の後耳２ｂを後方に向けて押圧するようにして後耳２ｂの外
れを防止する押さえ片部１２ｃと、上端部に山形状に配されて頂面部１１ａに固着される
固着部１２ａとを一体に備えている。これらに囲まれた内方空間が、軒樋の後耳を収容す
る後耳収容空間１２ｄを構成する。
【００２４】
　固着部１２ａは、断面視でハ字形に下方に開いており、凹所１１ｄに嵌合できる、中央
にリベット挿通用の挿通孔を有した頂部１２ａａと、前、後傾斜部１２ａｂ、１２ａｃと
を有している。
【００２５】
　また、係止部１２ｂは、固着部１２ａの後傾斜部１２ａｃの下端より下方に延びた垂下
部１２ｂａと、その垂下部１２ｂａの下端から前方に向けて折曲延設された耳掛部１２ｂ
ｂと、耳掛部１２ｂｂの前端より下方に折曲延設された垂片部１２ｂｃとを備えている。
この垂片部１２ｂｃの下端部には後方に傾斜した、後耳の挿入ガイド用のガイド部１２ｂ
ｃａが形成されている。
【００２６】
　押さえ片部１２ｃは、固着部１２ａの前傾斜部１２ａｂの下端より下方に延びた垂下部
１２ｃａと、その垂下部１２ｃａの下端より後方に向けて折曲延設された押圧部１２ｃｂ
とを備えている。この押圧部１２ｃｂの先端中央には半円状の切欠き部１２ｃｂａが形成
されている。なお、この切欠き部１２ｃｂａは、係止片１２を頂面部１１ａに固着させる
際のリベット１６止めするための操作用の凹部である。
【００２７】
　耳掛部１２ｂｂと押圧部１２ｃｂの高さ位置はほぼ同じであり、それらの間には、後耳
２ｂが抜け落ちない程度の挿入間隙が形成されている。
【００２８】
　この係止片１２には、固着部１２ａの頂部１２ａａの後端部から後傾斜部１２ａｃ、垂
下部１２ｂａ、耳掛部１２ｂｂを経由して、垂片部１２ｂｃにいたるまで２条の補強用の
リブ１２ｆ、１２ｆが形成されている。
【００２９】
　一方、前耳係止体２０は、前耳係止部２１と、その後方に配され、後耳係止体１０と連
結される本体部２２とを備えている。
【００３０】



(5) JP 2015-10318 A 2015.1.19

10

20

30

40

50

　本体部２２は、後耳係止体１０の本体部１３と同様に平板状とされ、その幅方向の両端
に垂下リブ片２２ｂを有している。本体部２２には、後耳係止体１０と結合するための丸
孔２２ａが形成されている。この本体部２２は、幅方向の内寸法（垂下リブ片２２ｂ、２
２ｂ間の空間寸法）が後耳係止体１０の本体部１３の幅方向の外寸法とほぼ同じかやや大
とされ、後耳係止体１０の本体部１３に被せられるようになっている。つまり、本体部１
３の２つの垂下リブ片２２ｂ、２２ｂは回り止め片を構成する。
【００３１】
　前耳係止部２１は、本体部２２の前端より斜め上方に延びるように本体部２２と一体に
形成されており、その先端にはほぼ真上に向けて突出した係止突片２１ａが形成されてい
る。また、垂下リブ片２２ｂも本体部２２側より連成されている。
【００３２】
　この前耳係止体２０を後耳係止体１０に被せ、丸孔２２ａと長孔１３ａとの重合孔にボ
ルト４ａを通し蝶ナット４ｂで螺着することで前耳係止体２０と後耳係止体１０とが結合
し、相互に固定される。こうして、両部材が分離自在で、白抜き矢印の方向に両部材がス
ライド自在な軒樋吊り具１が形成される。
【００３３】
　このように両部材が連結され、固定部１４が壁３に固定された軒樋吊り具１には、図２
に示すように、軒樋２の前耳２ｄが前耳係止部２１の係止突片２１ａに掛止され、後耳２
ｂが係止片１２の係止部１２ｂに掛止されて、軒樋２は吊り支持される。また、軒樋２の
前耳２ｄの下部には後方への凹み段部２ｅがあり、前耳２ｄが係止突片２１ａに係止され
ることで、軒樋２の前部で係止突片２１ａを上下より挟み込む形となって、下方からの押
圧によっても外れにくくできる。
【００３４】
　以上のように、この軒樋吊り具１は前耳係止体２０と後耳係止体１０とが結合、分離自
在となって構成であるため、分離してコンパクトに保管、輸送でき、必要なときに組み立
てることができる。
【００３５】
　特に、本実施形態の軒樋吊り具１は、丸孔２２ａと長孔１３ａとの重合により、前耳係
止体２０が後耳係止体１０に対して前後方向に進退自在となるように結合される構成であ
るため、図２の白抜き矢印に示すように前耳係止体２０の位置を相対移動させて、種々の
幅寸法の軒樋２に対応させることができる。
【００３６】
　このように、後耳係止体１０および前耳係止体２０の本体部１３、２２同士が結合可能
な構造であれば、図２の２点鎖線で示すような係止突片２１ａを含む前耳係止部２１の高
さ位置の異なる前耳係止体２０を取り付けてもよく、そのように組み合わせを種々変える
ことで、前耳２ｄ、後耳２ｂの高さ関係の異なる種々の軒樋２を取り付けることができる
。
【００３７】
　さらに、前耳２ｄの係止構造が図２に示した軒樋２とは異なる軒樋に対応させた前耳係
止体２０を、図２に示した後耳係止体１０に取り付けるようにしてもよい。
【００３８】
　以上に説明した軒樋吊り具１を構成する２部材は、素材をステンレス等の金属材料とす
ることが望ましいが、プラスチック等の合成樹脂で製したものであってもよい。なお、後
耳係止体１０は固定部１４を前後方向に曲げ可能にするために金属で製することが望まし
い。固定部１４を曲げ可能とすることで、傾斜のある軒先に取り付けても本体部１３を水
平に保持することができる。
【００３９】
　また、後耳係止体１０が固定部１４を含んで一体化されているので、軒樋吊り具１を構
成する主要部材を、後耳係止体１０と前耳係止体２０の２部材で構成でき、部品点数をよ
り少なくできる。
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【００４０】
　なお、固定部１４を後耳係止体１０より分離した構成とし、後耳係止体１０が固定部１
４に対し進退自在となるようにしてもよい。そうすることで、軒先から軒樋までの距離を
調整することができる。
【００４１】
　ついで、本発明の他の実施形態に係る軒樋吊り具について、図３の分解斜視図および図
４の縦断面図を参照しながら説明する。
【００４２】
　本軒樋吊り具１に支持される軒樋２は、図４に示すように、図２のものとは若干形状が
異なるが、前耳２ｄと後耳２ｂが係止される構造については共通している。
【００４３】
　軒樋吊り具１は、図３および図４に示すように、軒先の壁３などの建築構造物に固定さ
れて、軒樋２を吊り支持するものであり、軒樋２の後耳２ｂを係止する後耳係止体１０と
、前耳２ｄを係止する前耳係止体２０とを分離自在に結合、一体化してなるものである。
【００４４】
　後耳係止体１０は、後耳係止部１１と、その前方に配された、前耳係止体２０と連結さ
れる本体部１３と、後耳係止部１１の後方に配された、後耳係止体１０を軒先の壁３など
の建築構造物に固定するための固定部１４とを備えている。
【００４５】
　後耳係止部１１は、上方に突出形成されており、その裏側には軒樋２の後耳２ｂを係止
する係止片１２を取り付けた凹所１１ｄが形成されている。後耳係止部１１は、本体部１
３より上り傾斜してなる前側壁部１１ｂと、頂面部１１ａとを有した形状となっている。
この頂面部１１ａの裏側に係止片１２がリベット１６で固定されている。
【００４６】
　後耳係止部１１の前方には、平板状の本体部１３が配され、本体部１３には、前耳係止
体２０と結合するための上下に通じる長手方向に沿った長孔１３ａが形成されている。な
お、本体部１３はリブを有していないが、図１の例と同様の垂下リブ片を有した形状であ
ってもよい。
【００４７】
　また、後耳係止部１１の後方には、折曲部１１ｆを介して下方に延びる取付片１１ｇと
固定部１４が形成されている。固定部１４は、壁３にねじ固定するための複数の固定孔１
４ａを有した固定片１４ｂと、固定片１４ｂ間の凹溝部１４ｃとよりなり、下方に延びる
取付片１１ｇが、固定部１４の凹溝部１４ｃに装着されリベット１７で固定されている。
【００４８】
　係止片１２は、ばね性を有した金属薄板を折曲加工してなり、軒樋２の後耳２ｂを係止
する係止部１２ｂと、軒樋２の後耳２ｂを後方に向けて押圧するようにして後耳２ｂの外
れを防止する押さえ片部１２ｃと、上端部に配されて頂面部１１ａに固着される固着部１
２ａとを一体に備えている。これらに囲まれた内方空間が、軒樋２の後耳２ｂを収容する
後耳収容空間１２ｄを構成する。
【００４９】
　係止片１２を構成する固着部１２ａ、係止部１２ｂおよび押さえ片部１２ｃについては
、図１に示したものと比較すれば、形状としては異なるが、作用的には同様であるため、
図面に同一の符号を付して、その詳細な説明は省略する。
【００５０】
　一方、前耳係止体２０は、前耳係止部２１と、その後方に配され、後耳係止体１０と連
結される本体部２２とを備えている。
【００５１】
　本体部２２は、後耳係止体１０の本体部１３と同様に平板状とされ、その幅方向の両端
に垂下リブ片２２ｂを有している。本体部２２には、後耳係止体１０と結合するための丸
孔２２ａが形成されている。この本体部２２は、幅方向の内寸法（垂下リブ片２２ｂ間の



(7) JP 2015-10318 A 2015.1.19

10

20

30

40

50

空間寸法）が後耳係止体１０の本体部１３の幅方向の外寸法とほぼ同じかやや大とされ、
後耳係止体１０の本体部１３に被せられるようになっている。つまり、本体部２２の２つ
の垂下リブ片２２ｂは回り止め片を構成する。
【００５２】
　前耳係止部２１は、後方に向けて下り傾斜した帯状体とされ、その上端にはほぼ真上に
向けて突出した係止突片２１ａを備え、幅方向の両端にはリブ片２１ｃが形成されている
。また、前耳係止部２１の下端部には後方に凹んで段部２１ｄが形成されている。この前
耳係止部２１は本体部２２とは別体とされ、両部材はリベット止めなどにより結合、固定
されている。
【００５３】
　この前耳係止体２０の本体部２２を後耳係止体１０に被せ、丸孔２２ａと長孔１３ａと
の重合孔にボルト４ａを通し蝶ナット４ｂで螺着することで前耳係止体２０と後耳係止体
１０とを結合、固定する。そして、両部材が分離自在で、図２の白抜き矢印の方向にスラ
イド自在な軒樋吊り具１が形成される。
【００５４】
　こうして両部材が連結され、固定部１４が壁３に固定された軒樋吊り具１には、図４に
示すように、軒樋２の前耳２ｄが前耳係止部２１の係止突片２１ａに掛止され、後耳２ｂ
が係止片１２の係止部１２ｂに掛止されて、軒樋２が吊り支持される。また、軒樋２の前
耳２ｄの下部には後方への凹み段部２ｅがあり、前耳２ｄが係止突片２１ａに係止される
ことで、その凹み段部２ｅが前耳係止部２１の段部２１ｄの裏面にあてがわれる形となる
。このように軒樋２の前部で係止突片２１ａを上下より挟み込む形となって、下方からの
押圧によっても外れにくくできる。また、前耳係止部２１が軒樋２の前方壁２ｃの内面に
沿うように配されるので、軒樋２の前方からの押圧によって軒樋２がずれたり凹んだりす
ることを防止できる。
【００５５】
　以上のように、この軒樋吊り具１は前耳係止体２０と後耳係止体１０とが結合、分離自
在となった構成であるため、分離してコンパクトに保管、輸送でき、必要なときに組み立
てればよい。
【００５６】
　また、本実施形態の軒樋吊り具１についても、丸孔２２ａと長孔１３ａとの重合により
、前耳係止体２０が後耳係止体１０に対して前後方向に進退自在となるように結合される
構成であるため、図５の白抜き矢印で示すように前耳係止体２０の位置を移動させて、種
々の幅寸法の軒樋に対応させることができる。
【００５７】
　また、図１のものと同様、前耳係止体２０、後耳係止体１０を種々組み合わせることで
、前耳係止部２１、後耳係止部１１の高さ関係が異なる軒樋吊り具１を構成することがで
きる。
【００５８】
　以上に説明した２種の軒樋吊り具１を構成する各２部材は、素材をステンレス等の金属
材料とすることが望ましいが、プラスチック等の合成樹脂で製したものであってもよい。
【００５９】
　また、図５（ａ）のように、図１に示した後耳係止体１０と、図３に示した前耳係止体
２０とを組み合わせて軒樋吊り具１を構成し、あるいは図５（ｂ）のように、図１に示し
た前耳係止体２０と、図３に示した後耳係止体１０とを組み合わせて軒樋吊り具１を構成
して、それらに合った軒樋を吊り支持できるようにしてもよい。
【００６０】
　ついで、本発明の他の実施形態に係る軒樋吊り具について、図６（ａ）、（ｂ）の各縦
断面図を参照しながら説明する。
【００６１】
　この軒樋吊り具１は、図１、図２に示した軒樋吊り具１と比較すると、吊り支持する軒
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樋２（図２参照）の形状については同一であり、構成部材である後耳係止体１０および前
耳係止体２０の各耳係止構造についても同一であるが、後耳係止体１０と前耳係止体２０
との結合構造が相異する。
【００６２】
　すなわち、後耳係止体１０の本体部１３と前耳係止体２０の本体部２２との相互に接触
するそれぞれの面に凹凸１３ｃ、２２ｃが形成されており、それらが凹凸嵌合することで
、ボルト４ａと蝶ナット４ｂによる螺着による結合を補完するようになっている。
【００６３】
　図６（ａ）、（ｂ）には、前耳係止部２１、後耳係止部１１間の寸法を異ならせて前耳
係止体２０と後耳係止体１０とが結合した状態を示したが、これらの図に示すように、前
耳係止体２０と後耳係止体１０とは凹凸１３ｃ、２２ｃ同士が嵌合して固定されるので、
横方向のずれや回転ずれを防止することができる。
【００６４】
　以上に示した３種の実施形態では、後耳係止体１０に長孔１３ａ、前耳係止体２０に丸
孔２２ａを設けた構成としたが、後耳係止体１０に丸孔、前耳係止体２０に長孔を設けた
構成としてもよい。また、いずれにも丸孔を設けた構成としてもよいし、いずれにも長孔
を設けた構成としてもよい。いずれにも長孔を設けた構成では、両方の長孔の内側面の向
かい合う凹部間のみにボルト４ａを挿通できるような凹凸を設けて、ボルト４ａを通すこ
とでずれが発生しないようにすればよい。
【００６５】
　また、以上に示した実施形態では、後耳係止体１０と前耳係止体２０との分離自在な結
合をボルト４ａと蝶ナット４ｂとの螺着により可能とした構成としたが、他の種々の分離
自在とした結合手段を用いたものとしてもよい。たとえば、従来、後耳係止部と前耳係止
部が一体成形されてなる吊り具本体を、建築構造物に固定される取付杆に対して進退自在
に取り付けするための結合手段である、従来公知の回転ロックレバー（特許４５５７３９
５号公報）を用いてもよい。
【符号の説明】
【００６６】
　１　　　　　軒樋吊り具
　２　　　　　軒樋
　２ｂ　　　　後耳
　２ｄ　　　　前耳
　３　　　　　壁（建築構造物）
　４ａ　　　　ボルト
　４ｂ　　　　蝶ナット
　１０　　　　後耳係止体
　１１　　　　後耳係止部
　１２　　　　係止片
　１３　　　　本体部
　１３ａ　　　長孔
　１４　　　　固定部
　２０　　　　前耳係止体
　２１　　　　前耳係止部
　２２　　　　本体部
　２２ａ　　　丸孔
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【手続補正書】
【提出日】平成26年9月11日(2014.9.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　軒樋を吊り支持する軒樋吊り具において、
　軒樋の前耳を係止する前耳係止体と、軒樋の後耳を係止する後耳係止体と、建築構造物
へ固定するための固定部とを備えており、前記前耳係止体と前記後耳係止体とが結合、分
離自在とされており、
　前記後耳係止体は、前方側に平板状の本体部を有する一方、前記前耳係止体は、後方側
に平板状の本体部と、該本体部の幅方向の両端より下方に延びた垂下リブ片とを有してお
り、
　前記前耳係止体と前記後耳係止体とは、前記前耳係止体の本体部を前記後耳係止体の本
体部に被せて結合され、前記垂下リブ片が前記前耳係止体と前記後耳係止体の回転ずれを
防止する構造となっていることを特徴とする軒樋吊り具。
【請求項２】
　軒樋を吊り支持する軒樋吊り具において、
　軒樋の前耳を係止する前耳係止体と、軒樋の後耳を係止する後耳係止体と、建築構造物
へ固定するための固定部とを備えており、前記前耳係止体と前記後耳係止体とが結合、分
離自在とされており、
　前記後耳係止体は、前方側に板状の本体部を有する一方、前記前耳係止体は、後方側に
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板状の本体部を有し、両本体部のそれぞれの接触面に長手方向に連続する凹凸が形成され
ており、
　前記前耳係止体と前記後耳係止体とは、両本体部の前記凹凸同士が嵌合して結合され、
該凹凸嵌合で回転ずれを防止する構造となっていることを特徴とする軒樋吊り具。
【請求項３】
　請求項１または２において、
　前記後耳係止体は前記固定部と一体化されていることを特徴とする軒樋吊り具。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか１項において、
　前記前耳係止体は、前記後耳係止体に対して前後方向に進退自在に結合されることを特
徴とする軒樋吊り具。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、軒樋を吊り支持する軒樋吊り具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の軒樋吊り具は、軒樋の前耳を係止する前耳係止部と、軒樋の後耳を係止する後耳
係止部とを一体に備え、それらの相対的な位置関係が定まった構成となっている（たとえ
ば、特許文献１参照）。つまり、形状、寸法の異なる種々の軒樋に対応して個別の軒樋吊
り具が用いられることが通例となっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００９－１０８４７１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、軒樋には耳を含む全体の形状、寸法の種々異なる数多くの種類があり、
それら数多くの種類の軒樋に対応して軒樋吊り具を生産することは、生産ラインの増大化
につながるため、生産面やコスト面において決して効率的とはいえない。
【０００５】
　本発明は、このような事情を考慮して提案されたもので、その目的は、形状、寸法の異
なる種々の軒樋に対応できる軒樋吊り具を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために、請求項１に記載の軒樋吊り具は、軒樋を吊り支持する軒樋
吊り具において、軒樋の前耳を係止する前耳係止体と、軒樋の後耳を係止する後耳係止体
と、建築構造物へ固定するための固定部とを備えており、前耳係止体と後耳係止体とが結
合、分離自在とされており、後耳係止体は、前方側に平板状の本体部を有する一方、前耳
係止体は、後方側に平板状の本体部と、該本体部の幅方向の両端より下方に延びた垂下リ
ブ片とを有しており、前耳係止体と後耳係止体とは、前耳係止体の本体部を後耳係止体の
本体部に被せて結合され、垂下リブ片が前耳係止体と後耳係止体の回転ずれを防止する構
造となっていることを特徴とする。
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【０００７】
　請求項２に記載の軒樋吊り具は、軒樋を吊り支持する軒樋吊り具において、軒樋の前耳
を係止する前耳係止体と、軒樋の後耳を係止する後耳係止体と、建築構造物へ固定するた
めの固定部とを備えており、前耳係止体と後耳係止体とが結合、分離自在とされており、
後耳係止体は、前方側に板状の本体部を有する一方、前耳係止体は、後方側に板状の本体
部を有し、両本体部のそれぞれの接触面に長手方向に連続する凹凸が形成されており、前
耳係止体と後耳係止体とは、両本体部の凹凸同士が嵌合して結合され、該凹凸嵌合で回転
ずれを防止する構造となっていることを特徴とする。
【０００８】
　請求項３に記載の軒樋吊り具は、後耳係止体が固定部と一体化されていることを特徴と
する。
　請求項４に記載の軒樋吊り具は、前耳係止体が後耳係止体に対して前後方向に進退自在
に結合されることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　請求項１、２に記載の軒樋吊り具によれば、上述の構成となっているため、前耳係止体
と後耳係止体との組み合わせにより、種々の形状、寸法の軒樋に対応することができる。
【００１０】
　たとえば、後耳の形状が同一で前耳の形状が異なる複数種の軒樋に対応して、あらゆる
軒樋に対応して個別に軒樋吊り具を製造する必要はなく、共通の後耳係止体にそれぞれの
軒樋の前耳の形状に合致した前耳係止体を組み合わせて軒樋吊り具を構成すればよい。前
耳の形状が同一な複数種の軒樋についても同様である。つまり、部材を共通化できるので
生産面やコスト面での効率化を図れる。
　また、請求項１、２に記載の軒樋吊り具は、上述の構成となっているため、いずれも前
耳係止体と後耳係止体との回転ずれを防止できる。
【００１１】
　請求項３に記載の軒樋吊り具によれば、後耳係止体が建築構造物へ固定される固定部と
一体化されているので、軒樋吊り具の主要部材を、前耳係止体と後耳係止体の２部材で構
成でき、部品点数を少なくできる。
【００１２】
　請求項４に記載の軒樋吊り具によれば、前耳係止体は後耳係止体に対して前後方向に進
退自在に結合されるようになっているので、前耳、後耳の両形状がともに同一で前耳、後
耳間の寸法が異なる複数種の軒樋に対応して、個別の軒樋吊り具を製造する必要はなく、
前耳係止体、後耳係止体間の寸法を調節するだけでよい。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の一実施形態に係る軒樋吊り具の分解斜視図である。
【図２】図１の軒樋吊り具の取付状態を示した縦断面図である。
【図３】本発明の他の実施形態に係る軒樋吊り具の分解斜視図である。
【図４】図３の軒樋吊り具の取付状態を示した縦断面図である。
【図５】（ａ）、（ｂ）は前耳係止体と後耳係止体の組み合わせ例を示す縦断面図である
。
【図６】本発明のさらに他の実施形態に係る軒樋吊り具の説明図であり、（ａ）、（ｂ）
は前耳係止体と後耳係止体との横方向の位置関係を異ならせた状態を示す縦断面図である
。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下に、本発明の実施の形態について、添付図面を参照して説明する。
【００１５】
　図１は、本発明の一実施形態に係る軒樋吊り具の分解斜視図である。図２は、図１の軒
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樋吊り具の取付状態を示した縦断面図である。
【００１６】
　本軒樋吊り具１に支持される軒樋２には、吊り支持されるための被係止部として、軒先
側（後方）の後方壁２ａの上端に後耳２ｂが設けられ、前方壁２ｃの上端に前耳２ｄが設
けられている（図２参照）。
【００１７】
　軒樋吊り具１は、図１および図２に示すように、軒先の壁３などの建築構造物に固定さ
れて、軒樋２を吊り支持するものであり、軒樋２の後耳２ｂを係止する後耳係止体１０と
、前耳２ｄを係止する前耳係止体２０とを分離自在に結合、一体化してなるものである。
【００１８】
　後耳係止体１０は、後耳係止部１１と、その前方に配された、前耳係止体２０と連結さ
れる本体部１３と、後耳係止部１１の後方に配された、後耳係止体１０を軒先の壁などに
固定するための固定部１４とを備えている。
【００１９】
　後耳係止部１１は、上方に突出形成されており、その裏側の凹所１１ｄには軒樋２の後
耳２ｂを係止する係止片１２が取り付けられている。後耳係止部１１は、断面視で凹所１
１ｄをはさんでハ字形に下方に開口した形状とされており、本体部１３とほぼ平行な頂面
部１１ａと、その頂面部１１ａの前後端より下方に延びた前側壁部１１ｂ、後側壁部１１
ｃとを有した形状となっている。この頂面部１１ａの裏側に係止片１２がリベット１６で
固定されている。なお、係止片１２については後述する。
【００２０】
　後耳係止部１１の前方には、幅方向の両端部に垂下リブ片１３ｂを有した平板状の本体
部１３が配され、本体部１３には、前耳係止体２０と結合するための上下に通じる長手方
向に沿った長孔１３ａが形成されている。
【００２１】
　また、後耳係止部１１の後方には、後耳係止部１１の後側壁部１１ｃの下端より下方に
延びるように固定部１４が配されている。固定部１４は、壁３にねじ固定するための複数
の固定孔１４ａが形成された横長の長方形状の板体よりなる。固定部１４としては、後耳
係止部１１より下方に延びた取付片に別体の座板をリベットなどで固着した構成としても
よい。
【００２２】
　また、この後耳係止体１０には、本体部１３の後端部から後耳係止部１１の頂面部１１
ａの前端部まで１条の補強用のリブ１５が形成され、後耳係止部１１の後端部から固定部
１４の高さ方向の中央よりやや下方まで２条の補強用のリブ１５が形成されている。
【００２３】
　係止片１２は、ばね性を有した金属薄板を折曲加工してなり、軒樋２の後耳２ｂを係止
する係止部１２ｂと、軒樋２の後耳２ｂを後方に向けて押圧するようにして後耳２ｂの外
れを防止する押さえ片部１２ｃと、上端部に山形状に配されて頂面部１１ａに固着される
固着部１２ａとを一体に備えている。これらに囲まれた内方空間が、軒樋の後耳を収容す
る後耳収容空間１２ｄを構成する。
【００２４】
　固着部１２ａは、断面視でハ字形に下方に開いており、凹所１１ｄに嵌合できる、中央
にリベット挿通用の挿通孔を有した頂部１２ａａと、前、後傾斜部１２ａｂ、１２ａｃと
を有している。
【００２５】
　また、係止部１２ｂは、固着部１２ａの後傾斜部１２ａｃの下端より下方に延びた垂下
部１２ｂａと、その垂下部１２ｂａの下端から前方に向けて折曲延設された耳掛部１２ｂ
ｂと、耳掛部１２ｂｂの前端より下方に折曲延設された垂片部１２ｂｃとを備えている。
この垂片部１２ｂｃの下端部には後方に傾斜した、後耳の挿入ガイド用のガイド部１２ｂ
ｃａが形成されている。
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【００２６】
　押さえ片部１２ｃは、固着部１２ａの前傾斜部１２ａｂの下端より下方に延びた垂下部
１２ｃａと、その垂下部１２ｃａの下端より後方に向けて折曲延設された押圧部１２ｃｂ
とを備えている。この押圧部１２ｃｂの先端中央には半円状の切欠き部１２ｃｂａが形成
されている。なお、この切欠き部１２ｃｂａは、係止片１２を頂面部１１ａに固着させる
際のリベット１６止めするための操作用の凹部である。
【００２７】
　耳掛部１２ｂｂと押圧部１２ｃｂの高さ位置はほぼ同じであり、それらの間には、後耳
２ｂが抜け落ちない程度の挿入間隙が形成されている。
【００２８】
　この係止片１２には、固着部１２ａの頂部１２ａａの後端部から後傾斜部１２ａｃ、垂
下部１２ｂａ、耳掛部１２ｂｂを経由して、垂片部１２ｂｃにいたるまで２条の補強用の
リブ１２ｆ、１２ｆが形成されている。
【００２９】
　一方、前耳係止体２０は、前耳係止部２１と、その後方に配され、後耳係止体１０と連
結される本体部２２とを備えている。
【００３０】
　本体部２２は、後耳係止体１０の本体部１３と同様に平板状とされ、その幅方向の両端
に垂下リブ片２２ｂを有している。本体部２２には、後耳係止体１０と結合するための丸
孔２２ａが形成されている。この本体部２２は、幅方向の内寸法（垂下リブ片２２ｂ、２
２ｂ間の空間寸法）が後耳係止体１０の本体部１３の幅方向の外寸法とほぼ同じかやや大
とされ、後耳係止体１０の本体部１３に被せられるようになっている。つまり、本体部１
３の２つの垂下リブ片２２ｂ、２２ｂは回り止め片を構成し、相互の回転ずれを防止する
。
【００３１】
　前耳係止部２１は、本体部２２の前端より斜め上方に延びるように本体部２２と一体に
形成されており、その先端にはほぼ真上に向けて突出した係止突片２１ａが形成されてい
る。また、垂下リブ片２２ｂも本体部２２側より連成されている。
【００３２】
　この前耳係止体２０を後耳係止体１０に被せ、丸孔２２ａと長孔１３ａとの重合孔にボ
ルト４ａを通し蝶ナット４ｂで螺着することで前耳係止体２０と後耳係止体１０とが結合
し、相互に固定される。こうして、両部材が分離自在で、白抜き矢印の方向に両部材がス
ライド自在な軒樋吊り具１が形成される。
【００３３】
　このように両部材が連結され、固定部１４が壁３に固定された軒樋吊り具１には、図２
に示すように、軒樋２の前耳２ｄが前耳係止部２１の係止突片２１ａに掛止され、後耳２
ｂが係止片１２の係止部１２ｂに掛止されて、軒樋２は吊り支持される。また、軒樋２の
前耳２ｄの下部には後方への凹み段部２ｅがあり、前耳２ｄが係止突片２１ａに係止され
ることで、軒樋２の前部で係止突片２１ａを上下より挟み込む形となって、下方からの押
圧によっても外れにくくできる。
【００３４】
　以上のように、この軒樋吊り具１は前耳係止体２０と後耳係止体１０とが結合、分離自
在となって構成であるため、分離してコンパクトに保管、輸送でき、必要なときに組み立
てることができる。
【００３５】
　特に、本実施形態の軒樋吊り具１は、丸孔２２ａと長孔１３ａとの重合により、前耳係
止体２０が後耳係止体１０に対して前後方向に進退自在となるように結合される構成であ
るため、図２の白抜き矢印に示すように前耳係止体２０の位置を相対移動させて、種々の
幅寸法の軒樋２に対応させることができる。
【００３６】
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　このように、後耳係止体１０および前耳係止体２０の本体部１３、２２同士が結合可能
な構造であれば、図２の２点鎖線で示すような係止突片２１ａを含む前耳係止部２１の高
さ位置の異なる前耳係止体２０を取り付けてもよく、そのように組み合わせを種々変える
ことで、前耳２ｄ、後耳２ｂの高さ関係の異なる種々の軒樋２を取り付けることができる
。
【００３７】
　さらに、前耳２ｄの係止構造が図２に示した軒樋２とは異なる軒樋に対応させた前耳係
止体２０を、図２に示した後耳係止体１０に取り付けるようにしてもよい。
【００３８】
　以上に説明した軒樋吊り具１を構成する２部材は、素材をステンレス等の金属材料とす
ることが望ましいが、プラスチック等の合成樹脂で製したものであってもよい。なお、後
耳係止体１０は固定部１４を前後方向に曲げ可能にするために金属で製することが望まし
い。固定部１４を曲げ可能とすることで、傾斜のある軒先に取り付けても本体部１３を水
平に保持することができる。
【００３９】
　また、後耳係止体１０が固定部１４を含んで一体化されているので、軒樋吊り具１を構
成する主要部材を、後耳係止体１０と前耳係止体２０の２部材で構成でき、部品点数をよ
り少なくできる。
【００４０】
　なお、固定部１４を後耳係止体１０より分離した構成とし、後耳係止体１０が固定部１
４に対し進退自在となるようにしてもよい。そうすることで、軒先から軒樋までの距離を
調整することができる。
【００４１】
　ついで、本発明の他の実施形態に係る軒樋吊り具について、図３の分解斜視図および図
４の縦断面図を参照しながら説明する。
【００４２】
　本軒樋吊り具１に支持される軒樋２は、図４に示すように、図２のものとは若干形状が
異なるが、前耳２ｄと後耳２ｂが係止される構造については共通している。
【００４３】
　軒樋吊り具１は、図３および図４に示すように、軒先の壁３などの建築構造物に固定さ
れて、軒樋２を吊り支持するものであり、軒樋２の後耳２ｂを係止する後耳係止体１０と
、前耳２ｄを係止する前耳係止体２０とを分離自在に結合、一体化してなるものである。
【００４４】
　後耳係止体１０は、後耳係止部１１と、その前方に配された、前耳係止体２０と連結さ
れる本体部１３と、後耳係止部１１の後方に配された、後耳係止体１０を軒先の壁３など
の建築構造物に固定するための固定部１４とを備えている。
【００４５】
　後耳係止部１１は、上方に突出形成されており、その裏側には軒樋２の後耳２ｂを係止
する係止片１２を取り付けた凹所１１ｄが形成されている。後耳係止部１１は、本体部１
３より上り傾斜してなる前側壁部１１ｂと、頂面部１１ａとを有した形状となっている。
この頂面部１１ａの裏側に係止片１２がリベット１６で固定されている。
【００４６】
　後耳係止部１１の前方には、平板状の本体部１３が配され、本体部１３には、前耳係止
体２０と結合するための上下に通じる長手方向に沿った長孔１３ａが形成されている。な
お、本体部１３はリブを有していないが、図１の例と同様の垂下リブ片を有した形状であ
ってもよい。
【００４７】
　また、後耳係止部１１の後方には、折曲部１１ｆを介して下方に延びる取付片１１ｇと
固定部１４が形成されている。固定部１４は、壁３にねじ固定するための複数の固定孔１
４ａを有した固定片１４ｂと、固定片１４ｂ間の凹溝部１４ｃとよりなり、下方に延びる
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取付片１１ｇが、固定部１４の凹溝部１４ｃに装着されリベット１７で固定されている。
【００４８】
　係止片１２は、ばね性を有した金属薄板を折曲加工してなり、軒樋２の後耳２ｂを係止
する係止部１２ｂと、軒樋２の後耳２ｂを後方に向けて押圧するようにして後耳２ｂの外
れを防止する押さえ片部１２ｃと、上端部に配されて頂面部１１ａに固着される固着部１
２ａとを一体に備えている。これらに囲まれた内方空間が、軒樋２の後耳２ｂを収容する
後耳収容空間１２ｄを構成する。
【００４９】
　係止片１２を構成する固着部１２ａ、係止部１２ｂおよび押さえ片部１２ｃについては
、図１に示したものと比較すれば、形状としては異なるが、作用的には同様であるため、
図面に同一の符号を付して、その詳細な説明は省略する。
【００５０】
　一方、前耳係止体２０は、前耳係止部２１と、その後方に配され、後耳係止体１０と連
結される本体部２２とを備えている。
【００５１】
　本体部２２は、後耳係止体１０の本体部１３と同様に平板状とされ、その幅方向の両端
に垂下リブ片２２ｂを有している。本体部２２には、後耳係止体１０と結合するための丸
孔２２ａが形成されている。この本体部２２は、幅方向の内寸法（垂下リブ片２２ｂ間の
空間寸法）が後耳係止体１０の本体部１３の幅方向の外寸法とほぼ同じかやや大とされ、
後耳係止体１０の本体部１３に被せられるようになっている。つまり、本体部２２の２つ
の垂下リブ片２２ｂは回り止め片を構成し、相互の回転ずれを防止する。
【００５２】
　前耳係止部２１は、後方に向けて下り傾斜した帯状体とされ、その上端にはほぼ真上に
向けて突出した係止突片２１ａを備え、幅方向の両端にはリブ片２１ｃが形成されている
。また、前耳係止部２１の下端部には後方に凹んで段部２１ｄが形成されている。この前
耳係止部２１は本体部２２とは別体とされ、両部材はリベット止めなどにより結合、固定
されている。
【００５３】
　この前耳係止体２０の本体部２２を後耳係止体１０に被せ、丸孔２２ａと長孔１３ａと
の重合孔にボルト４ａを通し蝶ナット４ｂで螺着することで前耳係止体２０と後耳係止体
１０とを結合、固定する。そして、両部材が分離自在で、図２の白抜き矢印の方向にスラ
イド自在な軒樋吊り具１が形成される。
【００５４】
　こうして両部材が連結され、固定部１４が壁３に固定された軒樋吊り具１には、図４に
示すように、軒樋２の前耳２ｄが前耳係止部２１の係止突片２１ａに掛止され、後耳２ｂ
が係止片１２の係止部１２ｂに掛止されて、軒樋２が吊り支持される。また、軒樋２の前
耳２ｄの下部には後方への凹み段部２ｅがあり、前耳２ｄが係止突片２１ａに係止される
ことで、その凹み段部２ｅが前耳係止部２１の段部２１ｄの裏面にあてがわれる形となる
。このように軒樋２の前部で係止突片２１ａを上下より挟み込む形となって、下方からの
押圧によっても外れにくくできる。また、前耳係止部２１が軒樋２の前方壁２ｃの内面に
沿うように配されるので、軒樋２の前方からの押圧によって軒樋２がずれたり凹んだりす
ることを防止できる。
【００５５】
　以上のように、この軒樋吊り具１は前耳係止体２０と後耳係止体１０とが結合、分離自
在となった構成であるため、分離してコンパクトに保管、輸送でき、必要なときに組み立
てればよい。
【００５６】
　また、本実施形態の軒樋吊り具１についても、丸孔２２ａと長孔１３ａとの重合により
、前耳係止体２０が後耳係止体１０に対して前後方向に進退自在となるように結合される
構成であるため、図５の白抜き矢印で示すように前耳係止体２０の位置を移動させて、種
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々の幅寸法の軒樋に対応させることができる。
【００５７】
　また、図１のものと同様、前耳係止体２０、後耳係止体１０を種々組み合わせることで
、前耳係止部２１、後耳係止部１１の高さ関係が異なる軒樋吊り具１を構成することがで
きる。
【００５８】
　以上に説明した２種の軒樋吊り具１を構成する各２部材は、素材をステンレス等の金属
材料とすることが望ましいが、プラスチック等の合成樹脂で製したものであってもよい。
【００５９】
　また、図５（ａ）のように、図１に示した後耳係止体１０と、図３に示した前耳係止体
２０とを組み合わせて軒樋吊り具１を構成し、あるいは図５（ｂ）のように、図１に示し
た前耳係止体２０と、図３に示した後耳係止体１０とを組み合わせて軒樋吊り具１を構成
して、それらに合った軒樋を吊り支持できるようにしてもよい。
【００６０】
　ついで、本発明の他の実施形態に係る軒樋吊り具について、図６（ａ）、（ｂ）の各縦
断面図を参照しながら説明する。
【００６１】
　この軒樋吊り具１は、図１、図２に示した軒樋吊り具１と比較すると、吊り支持する軒
樋２（図２参照）の形状については同一であり、構成部材である後耳係止体１０および前
耳係止体２０の各耳係止構造についても同一であるが、後耳係止体１０と前耳係止体２０
との結合構造が相異する。
【００６２】
　すなわち、後耳係止体１０の本体部１３と前耳係止体２０の本体部２２との相互に接触
するそれぞれの面に長手方向に連続する凹凸１３ｃ、２２ｃが形成されており、それらが
凹凸嵌合することで、ボルト４ａと蝶ナット４ｂによる螺着による結合を補完するように
なっている。
【００６３】
　図６（ａ）、（ｂ）には、前耳係止部２１、後耳係止部１１間の寸法を異ならせて前耳
係止体２０と後耳係止体１０とが結合した状態を示したが、これらの図に示すように、前
耳係止体２０と後耳係止体１０とは凹凸１３ｃ、２２ｃ同士が嵌合して固定されるので、
横方向のずれや回転ずれを防止することができる。
【００６４】
　以上に示した３種の実施形態では、後耳係止体１０に長孔１３ａ、前耳係止体２０に丸
孔２２ａを設けた構成としたが、後耳係止体１０に丸孔、前耳係止体２０に長孔を設けた
構成としてもよい。また、いずれにも丸孔を設けた構成としてもよいし、いずれにも長孔
を設けた構成としてもよい。いずれにも長孔を設けた構成では、両方の長孔の内側面の向
かい合う凹部間のみにボルト４ａを挿通できるような凹凸を設けて、ボルト４ａを通すこ
とでずれが発生しないようにすればよい。
【００６５】
　また、以上に示した実施形態では、後耳係止体１０と前耳係止体２０との分離自在な結
合をボルト４ａと蝶ナット４ｂとの螺着により可能とした構成としたが、他の種々の分離
自在とした結合手段を用いたものとしてもよい。たとえば、従来、後耳係止部と前耳係止
部が一体成形されてなる吊り具本体を、建築構造物に固定される取付杆に対して進退自在
に取り付けするための結合手段である、従来公知の回転ロックレバー（特許４５５７３９
５号公報）を用いてもよい。
【符号の説明】
【００６６】
　１　　　　　軒樋吊り具
　２　　　　　軒樋
　２ｂ　　　　後耳
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　２ｄ　　　　前耳
　３　　　　　壁（建築構造物）
　４ａ　　　　ボルト
　４ｂ　　　　蝶ナット
　１０　　　　後耳係止体
　１１　　　　後耳係止部
　１２　　　　係止片
　１３　　　　本体部
　１３ａ　　　長孔
　１３ｃ　　　凹凸
　１４　　　　固定部
　２０　　　　前耳係止体
　２１　　　　前耳係止部
　２２　　　　本体部
　２２ａ　　　丸孔
　２２ｂ　　　垂下リブ片
　２２ｃ　　　凹凸
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